
令和５年度 
 

富田中学校 

「学力向上実行プラン」 
                                                              

次の（１）～（３）をバランスよく取り組み、学力向上を推進する。          【各校の取組状況の把握について】  管理職による授業参観や教員からの報告等、様々な機会を捉え、取組状況の把握を行う。   

（１）知識・技能の習得 

児童生徒の状況（〇よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価） 次年度における改善事項 
 

○ 基礎的・基本的な知識・技能の習得が図られ
つつあり、大半の生徒が授業に対してわかり
やすさを実感している。 

 

● 単元ごとに見通しをもたせる等の工夫をし
て、生徒が目的意識をもって授業に臨むこと
ができるような働きかけを施す必要がある。 

 

目的意識をもちながら、単元を通して身
に付けたい力を確実に身に付ける。 

 

・各教科の特性を考慮しつつ、すべての教科で単元全体の導入時に「ど
のような力を身に付けるための単元であるか」を説明する。 

 

・「すべての教科等にわたる国語力を生かした授業改善のポイント（国
語力向上タスクフォースの提案から）」で示された視点を取り入れ
る。 

   

（２）思考力・判断力・表現力等の育成 

児童生徒の状況（〇よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価） 次年度における改善事項 
 

○ 話合い活動やプレゼンテーション等、対話
や自己表現の場を好む傾向にある。 

 

● 互恵性に基づく協働的な学びを通して、「み
んなでわかった」授業をデザインする必要が
ある。 

 

対話を通して仲間と協働し、共に問題発
見・課題解決を図る。 

 

・「生徒も教職員もみんなでファシリテーターになろう！」プロジェク
トにより、学校全体でファシリテーション技術の向上に取り組む。 

 

・ベテラン教員・中堅教員・若年教員の３人１組のグループを組織し、
グループ内で相互授業参観を実施し、「みんなでわかった」授業の実
践・改善を重ねる。 

   

（３）主体的に学習に取り組む態度の育成 

児童生徒の状況（〇よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価） 次年度における改善事項 
 

○ 学習規律の確立が図られつつあり、意欲を
もって授業に向かおうとする雰囲気が醸成
されている。 

 

● 「やらされ感のある勉強」からの脱却を図
り、生徒自ら必要感をもつことができるよう
な家庭学習のあり方を検討する必要がある。 

自らのよさや課題に気づき、自ら考え選
択し、責任をもって行動する。 

 

・すべての教科で「何のために学ぶのか」という当該教科を学ぶ意義
を考えたり共有したりする機会を設定し、学びの原点に立ち返る。 

 

・エラーズノートを活用し、セミナーや実力テスト等で間違えた問題
を中心に、苦手を克服するための取組を行う。 

 

・「家庭学習のあゆみ」を活用し、記録シートに保護者からコメントを
もらう等して、家庭学習における学校と家庭との連携を強化する。 

 

   

 

 

学校の教育目標を踏まえた学力向上の重点目標  学力向上検討委員会構成    

自他の「幸せ」（Well-being）のために 

自ら考え、選択し、行動できる生徒の育成 

－聴き合い、認め合い、温め合う対話を通して－ 

 
 

学力向上推進員 
森岡 翔哉 
郡 あゆみ 

 

委員 総括 松尾 真千子    １学年主任 田川 悦子 
総括補佐         ２学年主任 粟田 恭史 
松谷 薫 土壁 直樹   ３学年主任 藤原 利通子 
教務主任・研修主任    特別支援コーディネーター 

   根津 彰 藤原 利通子  森田 悦子 
 

 校長 
 

松尾 真千子 
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 ・校内での共通理解

 ・学校ＨＰへのプラン掲載

 ・学習状況アンケート作成

 ・「家庭学習の手引き」作成

 ・「家庭学習のあゆみ」作成
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令和５年度 学力向上ロードマップ 


